
仙

田

徹

志
（
京
都
大
学
学
術
情
報
メ
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
准
教
授）
•

西

村

教

子
（
公
立
鳥
取
環
境
大
学
教
授）
•

吉

田

嘉

雄
（
京
都
大
学
学
術
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
研
究
員）

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は 、

関
連
す
る
他
の
デ
ー

タ
と
連
結
（
リ
ン
ケ
ー

ジ）
さ
せ
る
こ
と
で 、
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の

側
面
を
捉
え
ら
れ
る 。
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
の
構
築
を
念
頭
に 、

高
度
利
用
の一
端
を
紹
介
す
る 。

-卓
ー

ゥ
ー
縣
a

◎
統
計
調
査
の
高
度
利
用
／
◎
二
次
利
用
／
◎
デ
ー

タ
リ
ン
ケ
ー

ジ
／
0
自
給
的
農
家
／
◎
土
地
持
ち
非
農
家

ケ

統
l計統 1 

ヽゞ 二 二ン 調計い•!•砂叫·団

辻喜塁 賛 It
決二 の 論じ

し 次高 査め
て 利度 の ―

新用利 高 le..

し の 用 胃
い拡

と 用

も大 は に
、 向

の をデ け
で指

て

はす
l 

な ゜ タ

<
� リ'-- ン

‘り、 ケ
プ l
l ジ
タ に
リ よ
ン る

1
9
8
5
年

の
「

統
計行

政
の
中・
長
期
構
想
（
統
計
審
議
会
の
諮
問
第
2

0
7
号
の
答
申）」
で
も
謳
わ
れ
て
い
た
内
容
で
あ
る 。
こ
れ
は 、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
関
連
し
て
言
及
す
れ
ば 、

次の
二
つ
が
該

当
し、
固
1
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る 。
第一
の
リ
ン

ケ

ー
ジ
は 、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
年

度
間
リ
ン

ケ

ー
ジ
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ー

タ
化
で
あ
り 、
今
ひ
と
つ
は 、

統
計調

査
間
リ
ン

ケ

ー
ジ
で
あ

る 。
統
計調

査
間
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
は 、
さ
ら
に
二
つ
の
形
が
存

71 
I
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成作者筆

在
す
る 。
第一
は 、
個
別
客
体
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
あ
る 。
こ
れ
は 、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
母
集
団
フ
レ
ー

ム
を
活
か
し
た
統
計
調
査

結
果
の
高
度
利
用
で
あ
り 、
農
業
経
営
統
計
調
査
や
集
落
営
農

実
態
調
査
と
の
経
営
体
で
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
該
当
す
る 。
第
二

は 、
地
域
リ
ン
ケ
ー
ジ
で
あ
る 。
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
悉
皆
調

査
ゆ
え
に 、
農
業
集
落
と
い
っ
た
小
地
域
単
位
で
も
集
計
が
な

さ
れ
て
お
り 、
こ
れ
に
集
落
営
農
実
態
調
査
な
ど
を
リ
ン
ク
さ

せ 、
集
落
営
農
の
活
動
が 、
当
該
集
落
の
農
業
構
造
や
農
林
資

図1 農林統計の高度利用の概念固

→ 年度間リンケージ

源
量
の
変
動
に
与
え
た
影
響
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る 。こ

の
よ
う
に 、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
み
た
場
合
で
も 、
そ
の

高
度
利
用
と
し
て 、
い
く
つ
か
の
デ
ー
タ
リ
ン
ケ
ー
ジ
が
あ
る

が 、
本
稿
で
は 、
世
帯
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
動
向
と
世
帯
リ
ン
ケ
ー

ジ
を
前
提
と
し
た
世
帯
員
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ 、

最
後
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
基
軸
と
し
た
農
林
統
計
の
高
度
利

用
の
展
開
方
向
に
つ
い
て
述
べ
る 。

2
〖

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
世
帯
バ
ネ
ル
構
築

表
l
は 、
1

9

9
5

年
か
ら
2

0
1

0

年
ま
で
の
4

時
点
の

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
農
家
を
リ
ン
ケ
ー
ジ
さ
せ 、
そ
の

パ
タ
ー
ン
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る 。
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
結
果 、

1

9

9
5

年
か
ら
2

0
1

0

年
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
実
農
家
数

は
約
3

0
9

万
戸
と
な
っ
た 。
1

9

9
5

年
と
2

0

0

 0

年
に

お
い
て
は 、
自
給
的
農
家
も
含
め
た
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
な
っ
て
お

り 、
表
中 、
0
が
販
売
農
家 、
△
が
自
給
的
農
家
を
示
す 。
自

給
的
農
家
は 、
1

9

9

5

年
は
農
家
調
査
票
（一
部
の
調
査
項

目
は
調
査
対
象
外） 、
2

0

0

 0

年
は
自
給
的
農
家
用
の
簡
略
調

査
票
に
よ
り 、
一
定
程
度
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
実
査
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら 、
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
対
象
と
し
た 。

農業と経済● 2017. 5172 



＂遺IIJI
輝ltt'''"'•竺�立を屋:.0!,w
表1 農林業センサスパネルデー タのパタ ーン

(1995年-2010年）

パタ ー ン
割合No 1995年2000年2005年2010年

1 ゜ ゜ ゜ ゜ 45.8 
2 △ △ X X 14.7 
3 ゜ ゜ ゜ X 13.2 
4 ゜ ゜ X X 13.1 
5 ゜ △ X X 5.6 
6 X X ゜ ゜ 2.2 
7 △ ゜ X X 1.1 

8 X ゜ ゜ ゜ 0.7 
， ゜ △ ゜ ゜ 0.7 

10 △ △ ゜ ゜ 0.6 
11 △ ゜ ゜ ゜ 0.6 
12 △ △ ゜ X 0.5 
13 ゜ △ ゜ X 0.5 
14 X ゜ ゜ X 0.4 
15 △ ゜ ゜ X 0.3 

箪者作成
注：表中、〇は販売農家、△は自給的農家、X

は存在しないことを意味する。
単位は％である。

表
1
の
全
体
の
集
計
結
果
を
み
る
と、

全
部
で
15
の
パ
タ
ー

ン
か
存
在
す
る。

4
時
点
す
べ
て
で
販
売
農
家
と
し
て
存
在
し

て
い
た
客
体
は、

全
体
の
約
45
.

8
％
で
あ
り、

こ
の
パ
タ
ー

ン
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た。

そ
の
次
に
多
か
っ
た
の
は、

1
9

9
5
年
と
2
0
0
 0
年
が
自
給
的
農
家
と
し
て
存
在
す
る
も
の

(
2
 0
0
 5
年
と
2
0
1
0
年
は
存
在
し
な
い）

で
あ
り、
14.
7
%

を
占
め
る。

続
い
て、

1
9
9
5
年
か
ら
2
0
0
 5
年
の
3
時

点
で
販
売
農
家
で
あ
っ
た
パ
タ
ー
ン
(
13
.

2
%）
、

1
9
9

5
年
と
2
0
0
 0
年
が
販
売
農
家
で
あ
っ
た
パ
タ
ー
ン
(
13
.

1
%）
、

1
9
9
5
年
が
販
売
農
家
で
2
0
0
 0
年
が
自
給
的

農
家
で
あ
っ
た
パ
タ
ー
ン
(
5
.

6
%）

と
続
く。

こ
こ
ま
で

の
上
位
5
パ
タ
ー
ン
で
約
92
.

4
％
を
占
め
る。

と
こ
ろ
で、

1
9
9
5
年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
農
林
業

セ
ン
サ
ス
を
振
り
返
る
と、

大
小
の
統
計
上
の
改
正
や
政
策
変

更
が
と
も
な
う
時
期
で
も
あ
っ
た。

統
計
上
の
改
正
で
は、

農

林
業
セ
ン
サ
ス
は
2
0
0
 0
年
に
は
全
面
的
な
自
計
調
査
と
な

り、

自
給
的
農
家
で
は
前
述
の
通
り、

簡
略
調
査
票
が
導
入
さ

れ
た。

ま
た、

2
0
0
 5
年
か
ら
は、

農
林
業
経
営
体
概
念
が

導
入
さ
れ、

自
給
的
農
家
は
実
査
対
象
で
は
な
く
な
っ
た。

こ

う
し
た
統
計
上
の
改
正
に
よ
り、

客
体
の
多
く
が
自
給
的
農
家

あ
る
い
は
土
地
持
ち
非
農
家
に
流
れ
た
可
能
性
が
あ
る。

そ
し

て、

2
0
0
 5
年
か
ら
2
0
1
0
年
で
は、

政
権
交
代
を
挟
み、

い
わ
ゆ
る
枝
番
管
理
型
集
落
営
農
も
含
め、

集
落
営
農
が
新
設

さ
れ、

あ
る
い
は
大
規
模
化
し
て
い
っ
た。

そ
の
過
程
で
個
別

農
家
の
多
く
が
規
模
を
縮
小
し、

土
地
持
ち
非
農
家
や
自
給
的

農
家
に
移
行
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
も
あ
る。

現
在
の
と
こ
ろ、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
の
観
点
か
ら
集
計

を
し
て
い
る
た
め、

自
給
的
農
家
を
含
め
た
リ
ン
ケ
ー
ジ
結
果

は、

1
9
9
5
年
と
2
0
0
 0
年
の
み
で
あ
る
が、

1
9
9
5

年
か
ら
2
0
1
0
年
ま
で
の
4
時
点
で
い
ず
れ
も
存
在
し、

か

つ
自
給
的
農
家
を
含
む
パ
タ
ー
ン
は、

表
ー
に
示
す
油
9
\
ll

の
3
パ
タ
ー
ン
で
あ
り、

全
体
の
1
.

9
%
（
約
5
万
8
千
戸）

存
在
す
る。

ま
た、

4
時
点
の
い
ず
れ
か
に
自
給
的
農
家
と
販
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売
農
家
を
含
む
連
続
パ
タ
ー
ン
は
9
.

9
%
（
約
30
万
6
千
戸）

を
占
め、

決
し
て
看
過
で
き
な
い
ボ
リ
ュ

ー
ム
で
あ
り、

本
稿

の
結
果
は、

農
家
の
動
態
を
考
え
る
際、

販
売
農
家
だ
け
で
は

な
く、

自
給
的
農
家
や
土
地
持
ち
非
農
家
も
含
め
考
え
る
必
要

性
を
喚
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る。

3＝
翡＂
匹
蒻
1
夕
の
構
築

(
1)

世
帯
員
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
構
築

次
に
世
帯
員
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
構
築
に
つ
い
て
述
べ
る。

先

行
研
究
の
う
ち、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
特
定
世
帯
員
を
追
跡
し

た
も
の
に
は、

経
営
者
の
変
更
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
な
ど、

(

2
)
 

過
去
に
も
い
く
つ
か
の
研
究
が
存
在
す
る。

ま
た、

新
規
就
農

者
の
定
着
率
を
推
定
し
た
池
田
ら
(
2
0
1
3)

の
研
究
も
あ

る
が、

こ
れ
ら
は、

い
ず
れ
も
わ
れ
わ
れ
が
お
こ
な
っ
て
い
る

よ
う
に、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
志
向
し
た
も
の
で
は
な
い
。

後
に
も
指
摘
す
る
よ
う
に、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
続
柄

の
符
号
化
は、

2
0
0
 0
年
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
が、

2
0

0
5
年
以
降
に
改
良
が
な
さ
れ
て
お
り、

直
近
の
2
0
1
5
年

ま
で
継
続
さ
れ
て
い
る。

世
帯
パ
ネ
ル
の
構
築
が
2
0
1
0
年

ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら、

本
稿
で
は
2
0
0
 5
年
と
2
0
1
0

(

3
)
 

年
の
2
時
点
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る。

複
数
時
点
の
世
帯
員
の
特
定
化
で
は、

続
柄、

性
別、

年
齢

を
用
い
る。

続
柄
は
世
帯
主
か
ら
み
た
関
係
で
あ
る
こ
と
か
ら、

世
帯
主
と
さ
れ
て
い
る
者
が、

す
べ
て
の
年
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
要
件
と
な
る。

今
回
は
2
0
1
0
年
か
ら
遡
及
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら、

2
0
1
0
年
時
点
の
世
帯
主
が
2

0
0
5
年
に
も
当
該
世
帯
の
世
帯
主
で
あ
る
か、

ま
た
は
当
該

世
帯
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
第
一

の
要
件
と
な
る。

居
住
し

て
い
る
場
合
で
も、

続
柄
の
読
み
替
え
が
可
能
と
な
る
世
帯
員

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り、

2
0
1
0
年
の
世
帯
主
が、

2

0
0
5
年
で
世
帯
主
の
配
偶
者
ま
た
は
子
以
外
の
続
柄
に
な
っ

て
い
る
場
合
は、

そ
の
他
の
世
帯
員
の
続
柄
の
読
み
替
え
が
よ

り
複
雑
に
な
る
た
め、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
と
な
る。

こ
う
し
て、

2
0
1
0
年
世
帯
主
が
2
0
0
 5
年

に
も
祉
帯
主
で
あ
っ
た
場
合
は、

当
該
世
帯
員
の
続
柄
は
そ
の

ま
ま
に、

2
0
1
0
年
世
帯
主
が
2
0
0
 5
年
に
読
み
替
え
対

応
可
能
な
統
柄
で
あ
っ
た
場
合
に
は、

当
該
世
帯
員
の
続
柄
を

(

4
)
 

変
更
し
た。

以
上
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
下、

2
0
0
 5
年
と
2

0
1
0
年
の
世
帯
員
の
続
柄
を、

2
0
1
0
年
世
帯
主
を
基
準

に
読
み
替
え
た
状
態
で、

続
柄、

性
別、

年
齢
に
よ
る
マ
ッ
チ

ン
グ
を
お
こ
な
っ
た。

年
齢
は
士
1
歳
の
誤
差
を
許
容
範
囲
と

し
た。
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(
2)

農
家
女
性
の
就
業
動
向

こ
こ
で
は 、

前
述
し
た
方
法
で
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
農
家
世
帯

員
の
分
析
例
と
し
て 、

農
家
女
性
の
就
業
動
向
に
つ
い
て
と
り

あ
げ
る 。

約
1
3
7
万
戸
の
農
家
内
で
世
帯
員
マ
ッ
チ
ン
グ
を

お
こ
な
い

、

農
家
女
性
に
つ
い
て
は 、

約
2
5
4
万
人
を
マ
ッ

チ
ン
グ
の
対
象
と
し
た

。

表
2
は 、

マ
ッ
チ
ン
グ
の
対
象
と

し
た
女
性
世
帯
員
の
2
0
0
 5
年 、

2
0
1
0
年
の
続
柄
(
2

0
1
0
年
世
帯
主
を
基
準
と
す
る）

に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で
あ

る 。

基
本
的
な
続
柄
の
構
造
に
大
き
な
変
化
は
な
い
が 、

2
0

0
5
年
か
ら
2
0
1
0
年
に
か
け
て 、

配
偶
者
女
性
（
世
帯
主

の
配
偶
者
と
子
の
配
偶
者）

が
あ
わ
せ
て
9
.

46
％
減
少 、

直

系
女
性
（
子
と
姉
妹）

が
4
.

31
％
増
加 、

そ
し
て
高
齢
女
性

（
世
帯
主
の
母
ま
た
は
配
偶
者
の
母）

が
3
.

43
％
増
加
す
る
な
ど 、

(

5
)
 

高
齢
化
や
晩
婚
化
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る 。

次
に 、

農
家
女
性
の
就
業
動
向
に
つ
い
て
み
て
い
く 。

年
齢

階
級
別
の
就
業
率
と
農
業
就
業
率
に
つ
い
て
示
し
た
の
が
図
2

で
あ
る 。

こ
れ
を
み
る
と 、

配
偶
者
女
性
と
直
系
女
性
の
合
成

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る 、

い
わ
ゆ
る
M
字
カ
ー

ブ
は
農
家
女
性

に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
も
の
の 、

2
0
0
 5
年
か

ら
2
0
1
0
年
に
か
け
て 、

そ
の
谷
は
浅
く
な
り 、

ま
た
谷
の

底
が
30
\

34
歳
か
ら
35
\

39
歳
へ
と
高
齢
層
に
シ
フ
ト
し
て
い

表2 続柄別女性世帯員分布

2010 年 2005 年
人数 割合 人数 割合

世帯主 65,349 2.57 49.7 44 2.4 ······························· ·············· ·············· .............. ·············· 

世帯主の配偶者 1,163.811 45.83 1,109,388 53.43 ............................... .............. ·············· .............. .............. 

子 374,722 14.76 221,480 10.67 ............................... .............. .............. .............. ············- -

子の配偶者 294,408 11.59 279,264 13.45 ······························· .............. .............. ·············· ·············· 

世帯主の父母 441.054 17.37 303,099 14.6 
............................... .............. ·············· .............. .............. 

世帯主の配偶者の父母 34,066 1.34 14,153 0.68 ······························· .............. .............. .............. ············--

兄弟姉妹 18,200 0.72 10,312 0.5 
............................... .............. .............. ·············· .............. 

祖父母 16,059 0.63 5,195 0.25 
............................... .............. .............. .............. ············•· 

孫 116,720 4.6 75,406 3.63 ······························· ·············· .............. .............. ·············· 

孫の配偶者 8,090 0.32 5,588 0.27 ............................... .............. ·············· .............. .............. 

その他 6,803 0.27 2,576 0.12 

合計 2,539,282 100 2,076,205 100 
不在 463,077 

箪者作成
注：表中、 単位は人、 ％である。

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る 。

ま
た 、

農
業
就
業
率
は 、

2
0
0
 5
 

年
か
ら
2
0
1
0
年
に
か
け
て 、

若
年
層
で
は
低
下
す
る
一

方

で 、

高
齢
層
で
は
上
昇
傾
向
に
あ
る 。

そ
の
結
果 、

農
業
就
業

率
の
山
の
頂
点
は
高
齢
層
に
シ
フ
ト

す
る
と
と
も
に 、

大
き
く

右
側
に
膨
ら
み 、

65
歳
以
上
の
高
齢
層
の
就
業
率
も
上
昇
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る 。

以
上
の
農
業
就
業
率
の
変
化
を
ふ
ま
え 、

次
に
農
家
女
性
の
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図
3
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時

点
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去
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農
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し
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農
家
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に
つ
い
て 、
年
齢
別
及
び 、
2
0
0

 5

年
時
点

の
過
去
1

年
間
の
主
な
状
態
別
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
る 。
こ

れ
を
み
る
と 、
2
0
1
0

年
時
点
で
は
あ
る
が 、
わ
が
国
の
農

家
女
性
の
労
働
力
が
70
1

74
歳
層
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モ
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最
多
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し 、
高
齢
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。
さ
ら

に
2
0
0

 5

年
の
状
態
別
に
み
る
と 、
「
他
に
勤
務」
で
あ
っ

た
55
ー

69
歳
（
約
3
万
5
千
人） 、
「
非
就
業」
で
あ
っ
た
55
\

84
歳
（
約
10
万
人）
の
各
年
齢
層
で
農
業
へ
の
従
事
が
お
こ
な

図3 2010年農業女性就業者の2005年における主な状態
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わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
わ
か
る。

こ
れ
ら
の
人
数
の
各
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
対
す
る
比
率
は、
「
他
に
勤
務」

は
約
10
%、
「
非

就
業」

は
約
16
％
に
な
る。

農
業
労
働
力
の
確
保
と
い
う
点
で

は、

さ
ま
ざ
ま
な
状
態
に
あ
っ
た
世
帯
員
が
農
業
に
従
事
し
て

い
く
傾
向
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が、

世
帯
員
パ
ネ
ル
デ
ー

タ
の
構
築
に
よ
り、

他
の
世
帯
員
の
状
態
に
も
配
慮
し
た
就
農

要
因
の
解
明
が
可
能
と
な
る。

．
 すび

以
上、

本
稿
で
は、

農
林
水
産
統
計
の
高
度
利
用
を
志
向
し、

そ
の
一

環
と
し
て、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
構

築、

さ
ら
に
は
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
世
帯
員
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の

構
築
の
検
討
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た。

農
林
統
計
の
さ
ら

な
る
高
度
利
用
を
念
頭
に
お
い
た
2
0
2
0
年
セ
ン
サ
ス
の
展

開
方
向
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
で
結
び
に
代
え
る。

ま
ず
は、

世
帯
パ
ネ
ル
に
つ
い
て、

本
稿
で
は
1
9
9
5
年

か
ら
2
0
0
 0
年
ま
で
は
自
給
的
農
家
の
動
向
も
含
め
る
こ
と

で、

自
給
的
農
家
の
把
握
の
有
用
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
ぎ

た。

こ
の
こ
と
は、

2
0
0
 5
年
か
ら
2
0
1
0
年
に
か
け
て

は、

自
給
的
農
家
の
動
態
が
把
握
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら、

2
0
1
5
年
セ
ン
サ
ス
の
設
計
前
に、

同
様
の
こ
と
が

繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う、
指
摘
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
〔
仙

田
•

吉
田
(
2
0
1
3)
]
。

前
述
の
通
り、

2
0
0
 5
年
セ
ン

サ
ス
で
自
給
的
農
家
の
実
査
が
中
止
さ
れ
て
以
降、

自
給
的
農

家
は
土
地
持
ち
非
農
家
等
と
同
様
に、

調
査
票
に
よ
る
実
壺
対

象
か
否
か
の
判
定
を
お
こ
な
う
調
査
客
体
候
補
名
簿
の
作
成
段

階
で
捕
捉
す
る
仕
組
み
に
変
わ
っ
て
い
る。

2
0
2
0
年
セ
ン

サ
ス
に
お
い
て
も、

土
地
持
ち
非
農
家
や
自
給
的
農
家
を
調
壺

客
体
候
補
名
簿
に
よ
り
確
実
に
捕
捉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

農

林
業
経
営
体
だ
け
で
は
な
く、

土
地
持
ち
非
農
家、

自
給
的
農

家
も
含
め
た
動
態
が
わ
か
る
よ
う
な
形
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

第
二
は、

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
世
帯
事
項
の
把
握
に

つ
い
て
で
あ
る。

本
稿
で
は、

世
帯
員
パ
ネ
ル
の
構
築
結
果
に

つ
い
て
述
べ
、

2
0
0
 5
年
以
降
の
世
帯
員
属
性
の
改
正
に
よ

り
可
能
と
な
る、

2
0
1
5
年
ま
で
の
世
帯
員
パ
ネ
ル
の
方
向

性
に
つ
い
て
展
望
し
た。

し
か
し、

歴
史
的
に
み
る
と、

農
家

の
世
帯
事
項
に
関
し
て
は、

調
査
項
目
数
が
大
き
く
減
少
し
て

き
て
い
る。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
で
は、

被
調
壺
者
の
負
担
軽
減

や、

新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に、

優
先
順
位
が

低
く
な
っ
た
調
査
項
目
は
削
減
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が、

削

減
時
の
主
た
る
理
由
で
あ
る
と
見
聞
す
る。

こ
う
し
た
削
減
は、

自
給
的
農
家
や
土
地
持
ち
非
農
家
の
把
握
事
項
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る。

自
給
的
農
家
や
土
地
持
ち
非
農
家
に
つ
い
て
は、

77
1
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2
 0
0
 
5
年
の
改
正
以
降
、
実
壺
対
象
で
は
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
調
査
項
目
の
削
減
は
、

2
0
0
 
0
年
か
ら
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
家
族
経
営
の
役
割
や
経
営
主
体
な
い

し
は
生
産
主
体
と
し
て
の
強
靱
性
を
適
切
に
把
握
し
よ
う
と
思

う
な
ら
ば
、
農
家
世
帯
員
の
就
業
動
向
の
継
続
的
な
把
握
は
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
三
は
、
労
働
力
の
把
握
に
つ
い
て
で
あ
る
。
農
業
経
営
の

大
規
模
化
、
企
業
化
に
と
も
な
い
、
常
雇
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
き
て
い
る
。
常
雇
に
つ
い
て
は
、

2
0
1
5
年
セ
ン

サ
ス
で
年
齢
階
級
別
人
数
の
把
握
が
開
始
さ
れ
、
農
業
構
造

動
態
調
査
で
も
継
続
的
に
把
握
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
農
業
に
お
い
て
も
常
雇
が
定
着
し
、
一
方
で
労

働
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
雇
用
さ

れ
て
い
る
の
か
、
も
う
少
し
詳
し
い
内
容
を
把
握
す
る
時
期
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
需

要
サ
イ
ド
の
労
働
統
計
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
賃
金
構
造
基

本
統
計
調
査
が
あ
り
、
事
業
所
と
個
人
の
双
方
で
、
従
業
員
の

実
労
働
日
数
、
学
歴
、
初
任
給
、
支
給
額
な
ど
が
調
壺
さ
れ

る
。
こ
の
調
査
は
、
常
用
労
働
者
5
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
標
準
産
業
分
類
に
も
と
づ
く
16

大
産
業
が
対
象
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
農
業
は
こ
れ
に
該
当
し
な

い
。
た
だ
、
農
産
物
販
売
金
額
が

5
0
0
0
万
円
以
上
の
経
営

体
は
、

2
0
1
0
年
の
約

1
万
5
千
か
ら

2
0
1
5
年
に
は

1

万
7
千
に
増
加
し
て
お
り
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
の
対
象

で
あ
る
常
用
労
働
者
5
人
以
上
の
経
営
体
は

1
万
程
度
、
存
在

(
6
)
 

す
る
も
の
と
類
推
す
る
。
こ
う
し
た
労
働
力
面
の
調
査
に
つ
い

て
も
、
必
ず
し
も
悉
皆
で
あ
る
必
要
は
な
い
が
、
他
の
統
計
調

査
で
把
握
が
で
き
な
い
以
じ
、
農
林
水
産
統
計
の
中
で
、
何
ら

か
の
措
置
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

悉
皆
調
介
で
す
べ
て
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、
何
か

を
増
や
す
た
め
に
は
、
別
の
何
か
を
減
ら
す
、
と
い
う
見
地
に

立
た
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
農
林
業
の
セ
ン
サ
ス
調
査
と
し
て

確
固
た
る
母
集
団
フ
レ
ー
ム
を
堅
持
し
、
そ
こ
か
ら
リ
ン
ケ
ー

ジ
項
目
を
立
て
つ
つ
、
標
本
調
査
を
用
意
す
る
よ
う
な
体
系
も

―
つ
の
考
え
方
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

2
0
1
5
年、

2

0
2
0
年
の
接
続
に
よ
り
、
最
長

6
時
点

(25
年
間
）
の
長
期

パ
ネ
ル
デ
ー
タ
の
構
築
が
可
能
と
な
る
。

2
0
2
0
年
に
向
け

た
綿
密
な
議
論
を
期
待
し
た
い
。

本
稿
は
、
古
小
都
大
学
寄
附
講
座
農
林
水
産
統
計
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

プ
溝
座
に
お
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
、
な
ら
び
に

J
S
p
s
科
研
牝

2
6
2
9
2
1
1
7
、

1
5
k
l
4
8
1
2
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
遂
行
に
あ
た
り
、
本
省
附

付
記
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(
1
)
こ
の

1
9
9
5
年
か
ら

2
0
1
0
年
ま
で
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
は
、

2
 0
0
 
0
年
か
ら

2
0
1
0
年
ま
で
の
批
帯
パ
ネ
ル
を
、
過
去

に
遡
及
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

2
0
0
0
年
か
ら

2

0

1
0
年
ま
で
の
世
帯
パ
ネ
ル
に
関
し
て
は
、
仙
田
・
古
川
・
齊

藤

(
2
0
1
6
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
牒
林
業
セ
ン
サ
ス
の
パ

ネ
ル
デ
ー
タ
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
藤
栄

(
2
0
1
3
、

2
0
1
6
)
、
栗
原
ら

(
2
0
1
4
)
、
安
武

(
2
0
1
4
)
な

ど
が
あ
る
。

(
2
)
た
と
え
ば
、
藤
栄

(
2
0
1
3
)
が
あ
る
。

(
3
)
以
下
の
内
容
は
、
西
村
ら

(
2
0
1
7
)
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

(
4
)
本
文
中
の
よ
う
な
対
応
に
よ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
対
象
と
な
っ
た

農
家
数
は
約

1
3
7
万
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
続
柄
の
読
み
替

え
が
必
要
と
な
っ
た
農
家
は
約

1
0
.
3
％
で
あ
る
。

(
5
)
不
在
者
が
約

46
万
人
も
い
る
と
い
う
事
実
は
た
い
へ
ん
邸
味

深
い
。
こ
の
不
在
者
は
、

2
0
1
0
年
に
は
居
住
し
て
い
る

が、

2
0
0
 
5
年
に
は
居
仕
し
て
い
な
い
者
を
意
味
す
る
。
そ

の
多
く
は
若
い
恨
代
の
帰
還
や
結
婚
に
よ
る
移
動
者
で
あ
る
と

注 講
座
の
特
定
教
員
で
あ
っ
た
池
田
龍
起
、
島
田
依
佐
央
、
神
朋
哉
、
杉

野
憲
志
の
各
氏
、
農
林
水
光
省
統
計
部
の
皆
様
方
に
は
た
い
へ
ん
お
枇

話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
高
齢
世
代
が
約

9
万
人
含
ま
れ
て
お

り、

2
0
0
 
5
年
の
続
柄
の
試
み
替
え
に
よ
る
特
定
化
に
問
題

が
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

(
6
)
ち
な
み
に
、
平
成

24
年
度
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
在
に
よ
れ
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